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Webアンケートにおける
不真面目回答削減に向けた自由記述配置の検討

山﨑 郁未1,a) 中村 聡史1 小松 孝徳1

受付日 2023年1月13日,採録日 2023年7月5日

概要：自由記述設問における不真面目回答は，回答者が自由記述設問は面倒であるものの，ある程度回答
したため途中で辞めたくないと考えることから回答してしまう可能性がある．そこで本研究では，自由記
述設問をアンケートの最初に提示し，離脱する抵抗感が少ない冒頭で離脱できるようにすることで不真面
目回答を減らし，アンケートの質を向上させることが可能かどうかを検証する．具体的には，アンケート
における自由記述設問の位置が，不真面目回答率や離脱率に与える影響を調べるために，クラウドソーシ
ングを用いた実験を行った．その結果，自由記述設問を最初に回答した方が，自由記述設問を最後に回答
するよりも不真面目回答率が低く，離脱率が高いこと，自由記述設問の内容に大きな違いがないことが分
かった．また，アンケートを公開してから 10分以内に回答を始めた回答者は，不真面目回答率が高いこと
も示唆された．
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Abstract: Non-earnest responses in open-ended questions may occur because the respondents think that
open-ended questions are troublesome, but because they answered the survey to some extent, they feel that
it would be a waste to quit mid-survey. Therefore, in this research, we examine whether it is possible to
reduce the number of non-earnest responses and improve the quality of the survey by presenting open-ended
questions at the beginning of the survey and allowing those who give non-earnest responses to leave in the
beginning, when they have less resistance to leaving. Specifically, we conducted a crowdsourcing experiment
to examine the effect of the position of open-ended questions in the survey on the rate of non-earnest re-
sponses and the withdrawal rate. As a result, we found that the percentage of non-earnest responses was
lower when respondents answered the open-ended questions at the beginning of the survey than when they
answered the open-ended questions at the end, that the withdrawal rate from the survey was higher, and
that there was no significant difference in the content of the open-ended questions. We also found that the
percentage of non-earnest responses was higher among the respondents who started responding within 10
minutes of the release of the survey.
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1. はじめに

Webアンケートは，紙ベースのアンケート調査に比べ
手軽に多くの回答を集めることが可能であり，社会調査
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やサービスに関するフィードバックの収集，研究におけ
る基礎データの収集などを目的として多く使用されてい
る．Chandlerら [1]によると，英語圏で普及しているクラ
ウドソーシングサービス Amazon Mechanical Turk [2]を
用いた調査が大きく増加したのは 2011年であり，その後
2015年までの間に 10倍以上になっている．また，Webア
ンケートは紙媒体でのアンケートよりもコストを削減する
ことができ，手軽に依頼が可能である [3]．
ここで，自由記述の設問は多様な視点での回答を得るこ

とができるため [4]，意見を集めることが目的のアンケー
トに必要不可欠なものである．その自由記述において，ス
マートフォンや PCで回答をするWebアンケートの方が，
手書きで回答する紙媒体でのアンケートより回答に時間が
かからないことが明らかになっている [5]．また，自由記述
においてオンライン調査の方が未回答の設問が少なく詳細
な回答が得られ，オンラインアンケートは紙媒体アンケー
トより回答が約 63文字多いことが明らかになっている [6]．
このことから，Webアンケートでの自由記述ではより良
い回答を集めることが可能であると考えられる．しかし，
Rejaら [4]の選択形式設問と自由記述設問の比較実験によ
ると，自由記述の設問の方が欠損データが多くなることが
明らかになっており，そもそも自由記述自体は面倒で，不
適切に回答されがちなものであるといえる．
我々の研究室でも，これまでクラウドソーシングを使用

してのべ 2万人以上を対象にWebアンケートを実施して
きたが，全員が必ず意見を記入可能な自由記述の回答にお
いて，「特になし」「分からない」などの回答をする人が多
く見られた．このような不真面目回答は，匿名回答形式で
あることや回答者に金銭報酬が与えられることにより発生
するとされており [7]，特に金銭報酬が目当ての回答者は
短時間で回答を終わらせようと不適切な回答をすることが
考えられる．これらのような不真面目な回答の除外は手間
であり，また分析に使用できるデータ数が大幅に減ってし
まうといった問題がある．我々は，このような不真面目回
答を未然に防止することで，データ除去の手間をなくし，
データ数が減少する問題を解決することを考えている．
ここで，三浦 [8]は，初めから答えにくい質問が並んで

いると，アンケートに対して警戒してしまうほか，誠実に
回答する意欲を欠いてしまう恐れがあるため，アンケート
の後半に自由記述のような回答に時間のかかる設問を設
置する方が良いとしている．一方，自由記述の設問が後ろ
にあるほど，解釈可能な回答をする度合いが有意に低くな
る [9]ことや，回答時間が短くまた自由記述の文章量も短
くなる [10]といった問題が明らかになっている．このよう
に自由記述を後ろに配置することによる問題は，アンケー
トの後半で退屈になってしまうことに加え，アンケートを
ある程度回答したからここで離脱するのはもったいないと
考え，面倒な自由記述において不適切に回答してしまうこ

とが考えられる．しかし，これまでの研究では，自由記述
の設問の配置を変えることにより，回答の質や回答文，離
脱率などにどのような影響を及ぼすかは明らかにされてい
ない．
そこで本研究では，Webアンケートにおける自由記述設

問での不真面目回答削減を目指し，アンケート内における
自由記述の配置により不真面目回答をする回答者を離脱さ
せ，回答の質を向上可能かを実験により検証する．ここで
は特に，「早い段階で自由記述を回答してもらうことによ
り，不真面目回答者を離脱させ，自由記述の回答の質が上
がる」という仮説を立て，自由記述を最初に回答してもら
うアンケートと，自由記述を最後に回答してもらう一般的
なアンケートで真面目な回答の数や記述内容を比較する．
本研究の貢献は以下のとおりである．
• 自由記述を最初に回答してもらうことで，不真面目回
答率が低くなり，文字数が少なくなるとともに，自由
記述回答中にアンケートから離脱する人が多くなるこ
とを明らかにした．

• アンケートを依頼開始してから，早い段階でアンケー
トへの回答を開始した人は，遅くアンケートへの回答
を開始した人より，不真面目回答率が高くなり，文字
数が少なく，回答時間が短くなる傾向を明らかにした．

2. 関連研究

2.1 アンケートデザインに関する研究
アンケートを作成する際に気を付ける点に関する研究は，

様々行われている．Regmiら [11]は，オンライン調査を企
画する際，設問の単純さやオンラインでの実施に適したア
ンケートであるか，文化や倫理に配慮されているかなど，
考慮すべき項目が多くあることを述べている．Gummer

ら [12]は，アンケートを計画する際には，質問の数や形式
だけでなく，参加者が調査のデザインにどう反応するかに
ついても考慮する必要があるとしている．このように，ア
ンケートを構成する際には，回答者への配慮が必要である
と考えられる．
回答の配置など視覚的操作および設問内の文章によるア

ンケートデザインの影響についても多くの調査が行われて
いる．Roßmannら [13]は，1ページあたりの設問数による
影響を調査するために，Webアンケートで調査を行った．
その結果，1ページに 1問の設問のみを表示する方が複数の
設問を表示する方に比べ，能力が低い人や意欲が低い人の
回答の質を向上させることを明らかにしている．Peytchev

ら [14]は，選択肢の違いが回答率に与える影響を明らかに
するため，選択肢に選択項目として「その他」があるもの
と，「その他」を選び具体的に自由記述するものを比較した
実験を行った．実験の結果，その他を選択後に具体的に自
由記述で理由を書くものは，その他を選択するだけよりも
選択率が減少し，理由が書かれた選択肢から選択する可能
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性があることを明らかにしている．
このように，アンケートの設問数や設問の文章は，回答

に大きく影響すると考えられる．

2.2 自由記述に関する研究
自由記述に関する研究は多数行われている．Holland

ら [15]は，回答するアンケートのトピックの関心度が回答
にどう影響するのか調査を行った．その結果，トピックへ
の関心度が高い人は回答の質が高く，関心がない人や低い
人は自由形式の設問で無回答が多くなることを明らかにし
た．Zhouら [16]は，単体の自由記述と選択設問に対する
理由を答えてもらう自由記述の 2種類を含むアンケートに
より実験を行ったところ，75%以上の人がどちらの自由記
述にも回答をしないことを示した．これらの研究から，回
答欄などに工夫をしていないと，自由記述で質の良い回答
を得ることは困難であることが予測される．
Smythら [17]は，大学生に向けたWebアンケートにて

自由記述のテキストボックスサイズを変更することがどの
ような影響を与えるのか調査を行った．その結果，テキス
トボックスが大きく表示された人はテキストボックスが小
さく表示された人より，回答の質が有意に高くなることを
示している．また，「テキストボックスサイズによって回
答の長さが制限されることはありません」という，テキス
トボックスサイズに着目させる文を設問内に設けること
で，自由記述の回答の長さが長くなることも明らかにして
いる．Gendallら [18]は，自由記述の回答欄の行数を変更
したメール調査を実施し，回答欄が大きい 10行のものの方
が，2行のものよりも文字数がわずかに増えることを示して
いる．しかし，回答欄が大きくても，回答されるアイディ
アの数は必ずしも多くはないとしている．一方 Smith [19]

は，Webアンケートにおける自由記述の回答スペースを広
くとることで，回答が長くなり，実際の口頭表現に近い回
答が得られるようになったことを明らかにしている．
このように，自由記述の設問で質の良い回答を得るため

の調査は多く行われている．我々は将来，こうした研究と
組み合わせることでより良い自由記述回答を集めることを
目的としている．

2.3 アンケートを実施する媒体とその回答に関する研究
アンケートを実施する媒体と自由記述の回答の関係につ

いても様々な研究があり，Denscombe [20]は，自由記述が
4つ含まれるアンケートをWeb上と紙媒体で実施した．そ
の結果，Web上のアンケートの方が紙媒体よりも回答の長
さが若干長くなる傾向を明らかにしている．Kieslerら [21]

は，電子メールと紙の質問表で自由記述の内容について比
較を行ったところ，電子メールでは紙に比べて社会的に好
まれない回答が多く含まれたものの，回答の長さがより長
くなることを明らかにしている．

一方 Schmidtら [9]は，アンケートに回答する媒体につ
いて実験を行い，タブレットまたはスマートフォンの方が
PCよりも，自由記述で入力される文字数が少ないことを
示している．一方，Melumadら [22]は，商品のレビューに
ついてスマートフォンと PCでどのような回答を得ること
ができるのか，比較を行った．その結果，スマートフォン
での回答は PCでの回答より，自由記述の回答やレビュー，
個人情報の要求の対応などの観点で自己開示度が高いとし
ている．
以上のように，回答する媒体は自由記述の回答の質に大

きく影響することが分かっている．しかし，自由記述の回
答順序とその回答の質の関係は明らかにされていない．

3. 自由記述の位置による不真面目回答調査

3.1 実験概要
負荷の大きい自由記述の回答の順序により，離脱率や回

答の質に影響があるのかを検証するため，「早い段階で自
由記述を回答してもらうことにより，不真面目回答者を離
脱させ，自由記述の回答の質が上がる」という仮説を立て，
Yahoo!クラウドソーシング [23]にて，回答順序を変更した
アンケート調査を実施する．本実験で依頼したアンケート
は，運転免許を所持している方を対象としたものであり，
作成したWebシステムにアクセスしてもらうことで実施
した．
本実験では，自由記述が最初に提示されるグループ（以

降最初群と呼ぶ）と自由記述が最後に提示されるグループ
（以降最後群と呼ぶ）の 2グループで比較を行う．最初群で
は，まず自由記述に回答してもらい（以降自由記述フェー
ズと呼ぶ），その後選択設問（以降選択設問フェーズと呼
ぶ），最後に基本情報（以降基本情報フェーズと呼ぶ）の順
で回答してもらった（図 1）．最後群では，基本情報フェー
ズの後に選択設問フェーズ，自由記述フェーズの順で回答
してもらった（図 2）．なお，各フェーズ内での設問順序は
同じであり，基本情報フェーズでは 4つ，選択設問フェー
ズは 9つ，自由記述フェーズは 4つの設問があった．自由

図 1 最初群（自由記述が最初）のフェーズ順序
Fig. 1 Phase order for the group with the open-ended ques-

tions first (First group).

図 2 最後群（自由記述が最後）のフェーズ順序
Fig. 2 Phase order for the group with the open-ended ques-

tions last (Last group).
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記述フェーズでの 4つの設問の内容と順序は以下のとおり
である．
• Q-a：主に何のために運転しているか回答してくださ
い．普段運転しない方は，なぜ運転免許を取得しよう
と思ったのか回答してください．

• Q-b：主に運転する道の特徴を回答してください．普
段運転しない方は，住んでいる家の周辺にどのような
道があるか回答してください．

• Q-c：運転に苦手意識のある方は，どんなことが苦手
か，またはどうして苦手と感じているのか回答してく
ださい．運転に自信がある方はどうして自信があるの
か回答してください．

• Q-d：運転をするときに気をつけていることを回答し
てください．普段運転をしない方は，運転免許を取得
する際に気をつけていたことを回答してください．些
細なことでも構いません．

なお本実験は設問の順序を検証するため，設問は 1ペー
ジに 1問のみ表示され，表示されているページの回答をし
ないと次の設問に回答することができないようにした．

3.2 実験手順
実験協力者は，Yahoo!クラウドソーシング [23]からタス

クを選択することで本実験に参加が可能となる．実験に参
加し，次に表示されるページの「チェックするページを見
る」を押すと，実験の流れおよび注意事項が提示されてい
るWebサイトに遷移する．なお，各説明文の横のチェッ
クボックスをチェックしないと次のページには進めないよ
うにした．注意事項には，運転免許を所持している人が対
象であること，ブラウザの戻るボタンや再読み込みボタン
を押さないことを記載した．その後，システムにより実験
協力者をランダムに最初群，最後群に分け，アンケートに
回答してもらった．
アンケート画面に遷移すると，最初群では自由記述フェー

ズの 1 問目，最後群では基本情報フェーズの 1 問目が表
示される．その後，最初群は選択設問フェーズ，基本情報
フェーズ，最後群は選択設問フェーズ，自由記述フェーズ
の順で進む．なお，回答を送信した時間を 1問ごとに送信
することにより，1問あたりの回答時間を計算できるよう
にし，また離脱も計測可能とした．
実験では，アンケートがあとどれくらいあるのかを知ら

せるため，進捗状況を表示した．アンケートへの回答が終
了すると，アンケート終了のメッセージとともに共通の
コードと実験協力者を識別する 16桁の IDを表示した．実
験協力者は，クラウドソーシングの画面に戻り正しくコー
ドを選択，IDを入力すると報酬を受け取ることができる．

4. 結果

実験では，Yahoo!クラウドソーシング上で，1,000人の

正規タスク完了者が集まるよう募集したが，実験用のWeb

サイトにアクセスした人数は 1,757人で，実験に参加し ID

を正しく入力していた回答者は 979人（男性 493人，女性
486人）であった．4.2節における離脱率の分析には 1,757

人のデータ，それ以外の分析には 979人のデータを本実験
の分析に使用する．

4.1 事前処理
アンケートの回答のうち不真面目回答がどれくらいの割

合を占めているのかを調査するにあたり，不真面目回答の
基準を決める必要がある．そこで，大学生の評価者 3 人
（男性 2人，女性 1人）により自由記述の回答が真面目か
不真面目かを，独立に分類してもらった．分類してもらう
際には，「設問に対して答えがともなっておらず，回答その
もので意味をとらえられないもの」を不真面目回答として
分類するよう評価者に伝えた．ここで，評価者 3人で真面
目，不真面目回答の判断が分かれたものがあり，2人または
3人が不真面目回答と判断したものを不真面目回答とする．

4.2 自由記述の位置による分析
不真面目回答の割合を自由記述の設問ごとに算出した結

果を図 3 に示す．図から，すべての設問において，最初群
の方が不真面目回答の割合が低いことが分かる．しかし，
Q-cでは，不真面目回答の割合の差はほとんどない．ここ
で，最初群および最後群における真面目回答数と不真面目
回答数を比較する直接確率計算を設問ごとに行ったとこ
ろ，Q-a，Q-dで有意差が認められた（Q-a: p = 0.0009，
Q-d: p = 0.0367，ともに両側確率）．また，すべての設問
における真面目回答数と不真面目回答数を合わせて直接確
率計算を行ったところ，これらの間に有意差が認められた
（p = 0.0001，両側確率）．
自由記述の設問ごとの回答の文字数平均を表 1 に示す．

なお，ここで平均の文字数を算出するために使用している
データには，不真面目回答が含まれている．表から，すべ
ての設問において最後群が最初群に比べ平均文字数が多い

図 3 不真面目回答率
Fig. 3 Percentage of not earnest responses.
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表 1 文字数の平均（文字）
Table 1 The average length of answers (characters).

図 4 設問ごとの離脱率
Fig. 4 Withdrawal rate per question.

ことが分かる．ここで，自由記述の位置を独立変数，文字
数を従属変数とした t検定を設問ごとに行ったが，有意差
は認められなかった．
実験用のWebサイトにアクセスした 1,757人から，設問

ごとのアンケート回答からの離脱率を計算する．ここで，
最初群は 883人，最後群は 874人であった．そのうち，あ
る設問に回答しなかった人を離脱者とし，離脱者を設問ご
とに抽出して，Webサイトにアクセスした人数で離脱人
数を割り，100をかけることで離脱率を算出した．設問ご
との離脱率を図 4 に示す．図から，最初群では，Q1から
Q4までの自由記述で離脱率が上昇したことが分かる．一
方，最後群は，後半に提示される自由記述での離脱者が少
なく，最初から最後まで回答していたことが分かる．
自由記述の位置のグループごとに，1つの設問に回答す

るために要した時間の累積を図 5，図 6 に示す．なお，図
内での「説明 +Q1」では，Q1のみの回答時間が取得でき
ていなかったため，アンケート前の説明を読む時間と Q1

の回答時間を合算した時間となっている．図から，すべて
の回答時間は最初群でも最後群でもほぼ同じであることが
分かる．

4.3 回答開始時間による分析
クラウドソーシングのサイトを常時チェックし，アン

ケートなどが公開されるとすぐにアクセスして回答する人
と，しばらくしてからアクセスして回答する人とではその
回答傾向に違いがある可能性がある．
今回，アンケート実施は，男女ともに日付は異なるもの

の依頼開始時間を午前 8時で統一しているため，アンケー
トの依頼を開始してから 10分以内と 10分以降でデータを
分け，自由記述における不真面目回答の割合を比較した．
本研究では，できるだけ人数を均等にするため，10分以内

図 5 最初群における回答時間の累積
Fig. 5 Cumulative response time for first group.

図 6 最後群における回答時間の累積
Fig. 6 Cumulative response time for last group.

表 2 アンケート開始時間ごとの不真面目回答率（%）
Table 2 Percentage of not earnest responses by survey start

time (%).

と 10分以降で区切った．結果を表 2 に示す．なお，表内
での「10分以内」はアンケートの依頼から 10分以内にア
クセスした人，「10分以降」はアンケートの依頼から 10分
以上経ってからアクセスした人であり，各グループの人数
は以下のとおりである．
• 最初群で 10分以内に回答：256人
• 最初群で 10分以降に回答：221人
• 最後群で 10分以内に回答：238人
• 最後群で 10分以降に回答：264人
表から，最初群で 10分以降に回答したグループでは，す

べての設問において不真面目回答の割合が少なくなった．
ここで，設問ごとにカイ二乗検定を行ったところ，Q-aで
有意差が見られた（p < 0.05）．
回答開始時間ごとに文字数の平均を比較したものを表 3
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表 3 アンケート開始時間ごとの文字数の平均（文字）
Table 3 The average of length of answers by survey start time

(characters).

表 4 最初群の自由記述回答時間（秒）
Table 4 Open-ended questions response time for first group

(minutes).

表 5 最後群の自由記述回答時間（秒）
Table 5 Open-ended questions response time for last group

(minutes).

に示す．結果から，最初群および最後群のアンケート開始
から 10分以降にアクセスした人の文字数平均は，アンケー
ト開始から 10分以内にアクセスした人よりも多いことが
分かった．特に，最初群でのアンケート依頼を開始してか
ら 10分以内と，10分以降では約 10文字の差が見られた．
ここで，設問ごとおよび合計文字数で，自由記述の位置お
よびアンケート回答開始時間を要因とした二要因分散分析
を行ったところ，Q-c，Q-d，合計文字数におけるアンケー
ト回答開始時間で有意差が認められた（p < 0.05）．しか
し，二要因間での有意差は認められなかった．
さらに，アンケート依頼を開始してから 10分以内の人

と，10分以降の人で自由記述の回答に要した時間および，
累積時間を最初群，最後群ごとに求めた．その結果を表 4，
表 5，図 7，図 8 に示す．2つの表から，最初群，最後群
で 10分以降に回答した人は，それぞれのグループで 10分
以内に回答した人より自由記述のすべての設問で回答時間
が長くなった．ここで，最初群，最後群での設問ごとにそ
れぞれ t検定を行ったところ，最初群のQ-c，Q-dで，最後
群のQ-dで有意差が認められた（p < 0.05）．また，自由記
述の回答時間の合計においても t検定を行ったところ，最
初群で有意差が認められた（p < 0.05）．さらに図から，自
由記述の位置にかかわらず 10分以降に回答した人は，10

分以内に回答した人よりアンケート回答完了時間が長くな

図 7 最初群におけるアンケートを開始した時間帯ごとの回答時間
累積

Fig. 7 Cumulative response time for each time period when

the survey was accessed for first group.

図 8 最後群におけるアンケートを開始した時間帯ごとの回答時間
累積

Fig. 8 Cumulative response time for each time period when

the survey was accessed for last group.

る傾向が見られた．

5. 考察

5.1 自由記述の位置による離脱率と不真面目回答率
まず，図 3 よりすべての自由記述の設問で最初群の方が

不真面目回答の割合が少なくなっていることが分かる．ま
た図 4 より，最初群では Q1から Q4までの自由記述で離
脱する人がある程度いるが，最後群では途中での離脱者が
ほとんどいないことが分かる．以上のことより，自由記述
が最初にあることにより，このアンケートは面倒と思わせ
ることで，不真面目回答者の離脱を促せたと考えられる．
一方，最後群では離脱率が低いことから，後半に自由記述
が提示されることは不真面目回答者の離脱につながらない
ことも分かる．
このことから，退屈だと感じていない早い段階で自由記

述に回答してもらうことは，回答の質に良い影響を与える
ことが考えられる一方で，不真面目ではない回答者の離脱
も促してしまう恐れがある．そのため，アンケート調査に
おいて予算に余裕がある場合は，後半に自由記述設問を配
置し多めに回答者を集め，不真面目回答者を除外する方が
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良いと考えられる．一方，予算に限りがある場合は，回答
における自由記述の回答の質を上げるために，自由記述を
最初に配置することが効果的であると考えられる．
また，Q-cでの不真面目回答の割合にはほとんど差がな

いことも見られた．これは，設問内容が回答者にとって深
く考える必要があるものであったことが考えられ，真面目
に回答しようとしていた人でも不真面目に回答してしまっ
た可能性がある．本研究では，各設問の回答のしやすさに
ついて詳細には調査を行っていないため，今後は自由記述
の回答のしやすさについてもアンケートを取るなどして明
らかにする．

5.2 自由記述の位置と文字数の関係
実験において，アンケート内に含まれた自由記述の文字

数の平均を算出したところ，最初群の方が文字数の平均が
少ないことが示された．これは，最後群は自由記述フェー
ズよりも先に選択設問フェーズを回答しており，選択設問
フェーズで詳細に回答したことから，自由記述が回答しや
すく，文字数が多くなった可能性があり，自由記述設問前
の選択設問は，自由記述設問での回答を高品質な回答に促
すことが考えられる．一方，最初群は，退屈だと感じてい
ないものの選択設問に回答しない状態で自由記述に回答
することから，詳細に回答することが難しかったと考えら
れる．
不真面目回答率と文字数の関係を見てみると，最後群は

不真面目回答率が高いが文字数は多くなり，最初群は不真
面目回答率が低いものの文字数は少なくなった．このこと
から，アンケートにおける自由記述の位置は，不真面目回
答と文字数でトレードオフの関係があることが示唆された．

5.3 自由記述の位置による回答内容の変容
自由記述の位置により，得られた回答内容が異なってし

まう恐れがあるため，最初群と最後群での真面目回答に絞
り，自由記述の回答内容について分析を行う．まず，各設
問・各群において回答に深く関わる名詞とサ変名詞の出現
頻度が高い上位 10単語を求め，スピアマンの順位相関係数
を用いて類似度を算出した．その結果，Q-aで 0.50，Q-b

で 0.96，Q-cで 0.64，Q-dで 0.74と，すべての設問で正
の相関が見られた．このことから，自由記述の位置により
得られる回答内容が大きく変化することはないことが考え
られる．ここで，Q-aでは相関係数がやや低いが，これは
Q-aの設問内容が運転する人とふだん運転しない人で回答
が異なってしまったことが原因として考えられる．

5.4 回答開始時間による差について
アンケートの回答開始時間による分析も行った．その結

果，10分以降に回答した最初群では，すべての設問におい
て不真面目回答率が少なくなることが明らかとなり，有意

差が見られた．また，自由記述の位置にかかわらず 10分
以降にアクセスした人の文字数は，アンケート開始から 10

分以内にアクセスした人よりも多いことが見られ，この差
は理由や項目の複数回答を求めた際，理由が詳細になるこ
とや集まる回答の数が増えることが考えられる．さらに，
10分以降に回答した人は，10分以内に回答した人よりア
ンケート回答完了時間が長くなることが分かり，アンケー
トにより時間をかけ真面目に回答してくれることが予測さ
れる．このことから，10分以降にアクセスした人の自由記
述のアンケートは分析対象として有効であり，特に有効で
あるのは不真面目回答率が低かった最初群と考えられる．
5.3節から，設問の順番が回答の記述内容に影響していな
い可能性が示唆されたため，10分以降にアクセスした回答
者には最初に自由記述を提示するなど，アンケートを動的
に変更することが効果的であると期待される．また，不真
面目回答率について，最後群かつ 10分以降に回答する人
が最も不真面目回答率が高くなった．このことから，自由
記述が最後にあるアンケートに回答，かつアンケート依頼
開始から 10分以降に回答する人は，不真面目または不正
確な回答をしやすい恐れがあり，分析の際には回答を見極
める必要がある．さらに，アンケートの回答完了時間が短
い人は報酬が与えられることを重要視してアンケートに回
答し，アンケートを早く終わらせようとしている可能性が
考えられる．しかし，10分以内，10分以降という区切り
よりも 5分以内，5分以降など，時間間隔を変更すること
で，不真面目回答率などにさらなる影響があることも考え
られるため，今後検討を行う必要がある．

6. まとめ

本研究は，Webアンケートにおける自由記述での不真面
目回答と設問の順序の関係について，「早い段階で自由記
述を回答してもらうことにより，不真面目回答者を離脱さ
せ，自由記述の回答の質が上がる」という仮説のもと，自
由記述が最後のグループと自由記述が最初のグループの 2

つのグループで検証を行った．
実験の結果，自由記述が最初にあると離脱率が高くなり，

また不真面目回答率が下がるという仮説どおりの結果が得
られた．また，アンケート依頼開始時間から 10分以内，10
分以降にアクセスしたグループに分けて分析を行ったとこ
ろ，不真面目回答の割合や，文字数，回答時間に大きく影
響があることが見られた．
今回アンケートを実施する前には，手順および注意事項

の提示を行った．しかし，その説明文が長かったことや，
チェックボックスによる読み飛ばし防止があったため，そ
こで 30%以上が離脱するなど，アンケート 1問目の回答率
に大きく影響した恐れがある．今後実験を行う際は，手順
や注意事項のページを設置せず，サイトにアクセスしてす
ぐにアンケートを開始するシステムで実験を行うことを予
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定している．また，Webシステムにより実施した実験で
は，Webサイトにアクセスした時間を取得してしまったた
め，1問目の回答時間は正確ではない．正確な時間を取得
するためにも，再実験を行う予定である．
また本研究のアンケートは，「運転免許を所持している

人向けアンケート」とし依頼を行い，自由記述の位置によ
る差が見られた．ここで，自由記述がアンケート内に存在
しないもの，自由記述のみのアンケート，設問順序に意味
があるアンケートは，自由記述の位置による不真面目回答
の割合などが影響しない．一方，これらに該当しない，設
問の独立性があるアンケートについてはほとんどに適用で
きるものであると考えられる．今後，複数回アンケートを
実施することで，有効性をさらに明らかにしていく予定で
ある．さらに，不真面目回答の検出においては，努力の最
小限化，Satisficingが重要であることが知られている [24]．
このほかにも不真面目回答の特徴があると考えられるた
め，Webアンケートを不真面目に回答してしまう原因や特
徴についても詳細に調査していく予定である．
今後は，本研究で得られた判定基準からどのくらい良い

データが集まるアンケートなのか，どう改善したら良いの
かを予測および提示するシステムを実現する予定である．
謝辞 本研究の一部は JSPS科研費 JP22K12135の助成

を受けたものです．
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study, International Journal of Public Health, Vol.56,
No.4, pp.507–417 (2011).

[4] Reja, U., Manfreda, K.L., Hlebec, V. and Vehovar, V.:
Open-ended vs. Close-ended Questions in Web Question-
naires, Adv Methodol Stats, Vol.19, No.1, pp.159–177
(2003).
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ディアサイエンス学科准教授，2018年同教授，現在に至
る．サーチとインタラクションや，ネタバレ防止技術，平
均手書き文字等の研究活動に従事．博士（工学）．
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1974年生．2003年東京大学大学院総
合文化研究科修了．博士（学術）．2003

年公立はこだて未来大学システム情報
科学部助手．2007年信州大学ファイ
バーナノテク国際若手研究者育成拠点
助教，2012年信州大学繊維学部准教

授，2013年明治大学総合数理学部准教授，2018年より同教
授．人間の認知科学的な特性に着目しながら，人間と人工
物とのインタラクションを考察する研究に従事．日本認知
科学会，人工知能学会，日本学生相談学会，ACM各会員．
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